
１．はじめに

北海道開拓記念館蔵更科源蔵氏録音テープ（no．８９７３５２）の虻田町（現・洞爺湖町）遠島タネラ

ンケ氏による英雄叙事詩テキストを検討し、その言語的特徴を述べる。また、テキストを文字化し、

翻訳と注釈を施した。なお、この録音テープは物語の途中までで終わっており、続きの部分の録音

もあるのかどうかはいまのところ未確認である。今後、確認作業を進め、あらためて報告を行いた

いと考えている。
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�１ 本稿は科学研究費（基盤研究�、「古文献によるアイヌ語史の構築」、研究代表者北海道大学大学院文学研究科
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２．英雄叙事詩テキストにみられる虻田方言の言語的特徴

遠島氏の言語に関する特徴については、既に佐藤（２００８）で暫定的な指摘を行ったが、ここでは

さらに新しい資料を加えて例を補充し、併せて新たに見いだされた点についても報告する。

２．１．音声的特徴

佐藤（２００８：２）で既に述べたように、／su／が非常にしばしば［∫u］と発音されている点が

特徴的である。特に kusu「ので」はほとんどの場合［ku∫u］に近く発音されている（訳注参照）。

しかし、確かな例ではないが、ronnaso「上座」と思われる例において so が［∫o］と発音されて

いる例があることが注目される。いずれにしてもまだ例が少ないので確定的なことは言えないが、

ａやｅの前ではみられない［∫］がｕやｏの前では見られる理由は何か、今後も他の資料を加えつ

つ検討して行きたい。なお、この現象は特に江戸時代の文献に見られる sa、su、so に対応する「シ

ヤ」、「シユ」、「シヨ」という表記の問題を考える上で重要であると思われる（佐藤１９９５：１０−１１）。

佐藤（２００８：７）では「わたり音挿入」について述べたが、今回扱ったテキストにも次のような

例が現れる。

ｙの挿入の例：

�１ yaykoi−y−omare「自分で酒を注ぐ」（l．５３２）（２）

佐藤（ibid.）は、si−「自分」が幌別方言ではｙの挿入を引き起こさないことを述べ、虻田方言

でも si− の後でｙの挿入が起こっていないことを指摘した。この点から、si− の例がないかどうか

が注目されたが、残念ながら今回のテキストには現れていないようである。今後も資料を加えて仮

説の検証に努めたい。

２．２．文法的特徴

２．２．１．アスペクト的表現について

佐藤（２００８：６−７）で述べたように、この方言には動作の継続を表す kor okay、結果の継続を

表す wa okay（または wa an）という二つの形式があり（３）、今回扱ったテキストにもこれらの形式

が現れる。

�２ 以下、出現箇所の行数をこのように示す。

�３ an は「いる、ある」の単数形、okay は複数形であるが、このテキストでは単数の意味と思われる箇所でも複

数形が用いられている場合があり問題がある。今後の検討課題である。

北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要 第１５号（２００９年３月）

― 2 ―



kor okay の例：

�２ rek kor okay（l．４６）

鳴く て いる

「鳴いている」

�３ a−nukar kor oka−an ayneno（１．１０１）

私が−見る て いる−私が あげく

「私がみていたあげく」

wa okay （wa an）の例：

�４ rok wa okay（１．１９２）

座る て いる

「座っている」

�５ okay wa okay（l．５５１）

いる て いる

「（たまたま）いた」

�６ yaykoan wa an wa（l．４８１）

１人でいる て いる て

「１人で暮らしていて」

okay「いる」、yaykoan「１人でいる」のような状態を表すと思われる動詞に、結果の継続の形式

である wa okay、 wa an が現れているのは興味深い。佐藤（２００７：４８）では、このような場合、

一時的な状態を表すのではないか、という推測を述べたが、上の例でも、 okay wa okay は「我

慢している」という事態に対して用いられており、「一時的にそうしている」という表現と矛盾し

ないと考えられ、yaykoan「１人でいる」も「一時的状態」と考えられるので、やはり矛盾しない

例と考えられる。今後もさらに資料を加えて検討を続けたい。

アスペクト専用の形式では必ずしもないが、関連する形式として kane「つつ、ながら」という

形式がこのテキストには現れる。佐藤（２００２）は、この形式の基本的な性格を「比況」と規定して

説明したが、このテキストにおける kane の用法も概略、説明可能ではないかと思われる。すなわ

ち、以下の例からわかるように、「（実際は別として）あたかもそうであるかのように、（極端に言

えば）そうであるくらい、まさしくそのままと言ってよいほどに」という意味を表している。
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�７ usa tuci a−se kane rap−an（l．７１）

も 槌 私が−背おう つつ 下りる−私が

「槌も私が背負ったまま私が下りる」

�８ urar ruyka a−turi kane（l．１３６）

霞 橋 私が−伸ばす つつ

「霞を（あたかも）橋のように私は伸ばして」

�９ kamuy takaramono esik kane（l．１８２）

神 宝物 いっぱいになる つつ

「神の宝物でいっぱいになるほど」

�１０ rureye kane（l．７２）

半ば這う つつ

「半ば這うようにして」

�１１ menokoa a−ki kane（l．４９７）

女座り 私が−する つつ

「私は女座りをしたまま」

kor okay、wa okay（an）が用いられ、kane が付帯状況的な意味というよりはむしろ比況的意味

で用いられる、という点で、虻田方言は沙流方言、千歳方言と共通する特徴を有すると言える。

アスペクトに関わる表現として、他に anki「今まさにしようとする」という形式が現れる点も

注目される。

�１２ paye−an anki（l．１１３）

行く−私が ようとする

「私が行こうとする」

�１３ sakehawki anki（l．５４５）

サケハウキ ようとする

「サケハウキをしようとする」

田村（１９９６：１３）では anki を接続助詞としており、佐藤（２００８：８０）でも接続助詞である可能

性について触れている。中川（１９９５：２４）は anki を助動詞としているが、中川が挙げている例は
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いずれも接続助詞とも解釈が可能なもので、問題を残している。本テキストにおける例は一見助動

詞のようにも見えるが、英雄叙事詩という性格上、一行の音節数に関する文体的制約が大きいため、

通常の表現の枠組みから逸脱した省略的な表現になっている可能性を考慮する必要もあると思わ

れ、なお断定的なことは言えないと思われる。虻田方言における anki の意味および文法的性格に

ついては今後も検討が必要である。

２．２．２．動詞接尾辞 -ci の用法

佐藤（２００８：５）において、−ci という動詞接尾辞について触れ、以下のような例から、主語の

複数を示す可能性を示唆した（４）。

�１４ cip oske ta iki−ci siri（佐藤 ２００８：３１）

船 中 に そうする 有様

「船の中でそうする有様」

主語は「kamyasi utar 異国人達」で複数。

�１５ wakkaesat a−ki−ci ki wa（佐藤 ２００８：３２）

水に干上がる 私達が−する する て

「水に関して干上がってしまうことを私達はして」

主語は「私達」で複数。

�１６ inu−ci wa i−korpare yan（佐藤 ２００８：３３）

聞く て 私に−与える なさい

「聞いて下さい」

主語に当たるものは「あなたがた」と考えられるので複数か。

�１７ itak−ci ki wa（佐藤 ２００８：３３）

話す する て

「話して」

�４ 知里（１９７４［１９３６］：６３）は「併し乍ら特に複数なることを明示しようとする時は −pa を接尾させる…（中

略）…胆振では稀に −chi を用ゐる。kar−chi。ki−chi。」と述べている。この説明は虻田方言においても基本的に

は正しいと考えられるが、以下で示すように例外的な事例や疑わしい事例もあり、全く問題がないわけではない。
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この例ははっきりしないが、「ボートに乗っている異国人達」と考えられる例。

�１８ somo ki−ci（佐藤 ２００８：３３）

ない する

「しない」

主語は「異国人達」で複数であろう。

�１９ ramusinne−ci（佐藤 ２００８：３４）

安心する

「安心する」

主語は「異国人達」で複数であろう。

�２０ too hereporaye isam−ci ko（佐藤 ２００８：３４）

ずっと 沖に出る いなくなる と

「ずっと沖に出てしまうと」

主語は「異国人達」で複数であろう。

�２１ iku−an−ci ayne（佐藤 ２００８：３５）

酒を飲む−私達が あげく

「私達が酒を飲んだあげく」

主語は「a−utari hemem 私の一族も」で複数。

今回分析した英雄叙事詞テキストにも −ci の例がいくつか現れる。

�２２ a−nu−ci ki korka（２４７）

私達（?）が−聞く する けれど

「私達が聞くけれど」

単複は必ずしもはっきりしないが、caca と rupnemat が出てくるので、主語は複数の可能性があ

る例。目的語は rek haw「鳴く声」だから複数の可能性がある。
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�２３ a−nu−ci ki ko（２５４）

私が−聞く する と

「私が聞くと」

これは求婚を断られて主人公が怒る場面であるから、主語は単数と解釈するのが妥当な例。目的

語は itak hawe「言う声」だが、単複の可能性に関しては何とも言えない。

�２４ a−nu−ci ki ko（４７０）

私達（?）が−聞く する と

「私達が聞くと」

kamuy itak haw「神がしゃべる声」が目的語で、聞いているのは自分と兄の二人。主語の複数と

も考えられる例。

�２５ ki−ci korka（２５７）

する けれど

「するけれど」

wen kinra ne ikohetari「激しい怒りとなって私に湧き起こる（?）」という意味の句を受けている

と考えられる。助動詞的な用法とも考えられ、主語がはっきりしない例。

�２６ ki−ci korka（５４６）

する けれど

「するけれど」

sakehawki anki「サケハウキをしそうになる」を受けているが、主語に当たるものは a−yuptonoke

「私の兄上」で、単数である。

�２７ u ki−ci oro wa（５０８）

する それ から

「して、それから」

kamuy ne an pe「神のような者」と a−yuptonoke「私の兄上」が主語と考えられる例。また、目

的語は ukoonkami「互いの礼拝」、mat onkami「女性の礼拝（?）」の二つである。
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�２８ a−ne−ci（３０８）

私達が−である

「私達が？である」

これは poyyaunpe と自分が heru kamuy「神様同士」である、と言っているので、主語の複数の

例か。

�２９ iki−ci ki ko（３８７）

そうする する と

「そうすると」

これは「兄が私を急かす」という文脈の後に置かれて、「そうすると」という意味を表している

例。

�３０ iki−ci ki ko（５１２）

そうする する と

「そうすると」

これは、直前に orokioroki という不明の形式があるため、手がかりが少ないが、文脈から考え

ると主語に当たるものは「ポイヤウンペと私の兄上」の二人のようである。

�３１ ku−ci ki ko（５４０）

飲む する と

「飲むと」

主語は「私の兄上」と考えられるが、「ポイヤウンペと私の兄上」の二人とも取れないことはな

い。目的語は「酒」である。

以上の例を見ると、大部分が主語の複数と解釈してよい例であるが、稀に明白に単数と考えられ

る例もあり、依然問題を残している。この問題に関しては、動詞の複数形の使用方法も問題となる

と思われる。今後も他の資料から例を蓄積して検討を続けたい。

２．３． 語彙的特徴

方言的に重要な語形としては、puray「窓」があげられる。この形式は本テキストに６回現れる。

服部（１９６４：１０３）によれば、この形式は幌別方言の形式とされており、予測される通り、地理的
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に近い幌別方言との語彙的類似を示す例と言える。

oka「ある、いる」と okay が両方現れる点も注目される。服部（１９６４：１５０）によれば、oka は

沙流方言で報告されている形式である。なお、千歳方言においても pe「もの」の前以外は oka と

いう形式が用いられる（佐藤 ２００８：１０２）。両者の混在は話者の遠島氏の言語、および虻田方言の

方言的位置付けを考える上で重要な事実である。両者の使い分けや使用頻度について、今後もさら

に他の資料を蓄積して検討する必要がある。

方言的変種とみられる基本語彙に関わる語形の混在の例としては、他に一人称代名詞の anokay、

aokay の混在があげられる。この点については既に佐藤（２００８：５）においても指摘したところで

あるが（aokay ４例、aonokay ２例）、本テキストにもこの現象が現れたことによって、虻田方言

における「ゆれ」の実態が一層確実になったと言える。ちなみに本テキストにおける出現状況は、

aokay ４例に対して anokay １例である。用例がいまだ少なく確定的なことはやはり言える段階に

ないが、人称代名詞のような基本中の基本とも言うべき語の語形にゆれがある、という点は、周囲

の方言の状態とともに、今後も検証すべき問題と言える。

mataki（ihi）は、matak の所属形と考えられるが、服部（１９６４：４３）によれば、沙流、帯広、美

幌、名寄、宗谷の各方言において、この形式は「女からみた妹」の意であり、「男からみた妹」は

tures という形式であるという。ところが、本テキストにおいては、poyyaunpe matakihi「ポイヤウ

ンペの妹」という例から明らかなように、「男からみた妹」の意で用いられている。これが単なる

誤りであるのか、あるいはこの地方の方言ではこのような表現が普通であるのか、今後も他の資料

の検討によって明らかにしていく必要がある。ちなみに、虻田方言に地理的に近い幌別方言につい

て、服部（１９６４：４３）は matak という形式を提示するのみで沙流方言その他に対するような「女

からみた」のような指示を行っていないのは、不明、もしくは未調査とも考えられるが、ある意味

示唆的である。

本テキストには、目的語が他動詞に合成された形式（名詞抱合）の例がいくつか現れる。例：

mosirkar「国を作る」、kotankar「村を作る」、sapasina「頭をしばる」、purayseske「窓を閉じる」。佐

藤（２００８：３−４）では、名詞抱合ではないが、否定の副詞 somo が動詞に合成される例として、

somoye「言わない」（somo「ない」＋ ye「言う」）とい形式が現れることを指摘しているが、本テ

キストにも、somosarare「開けない」という例が現れる。このような形式が虻田方言の否定表現全

体の中でどういう位置づけを占めるものなのか、今後も検討が必要であろう（５）。

本テキストには、千歳方言にも現れる ne wa an「例の、その」に相当すると思われる形式が現

れる（ne wa an １．１０４、１３１、２２０、２４６、５３８、５４９、ne wa okay l．２６８）。しかしながら、注に

おいても述べたように、これらの実際の発音はこれまでのところ一貫して［inewaan］、［inewaokaj］

のようなものであって、頭に［i］のような母音が付いたものとなっている。これは、意味のない

�５ 佐藤（２００８：３３）には、否定の副詞として henne という形式が現れる。この形式は、様似方言（岡本ユミ氏

による）にも現れる。胆振西部の方言と日高最東部の方言が類似した語形を有することは言語地理学的に見ると

非常に興味深い。
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挿入的母音である可能性もあるが、今のところ一例だけとはいえ、l．２４６のようなメロデイーを伴

わない発音においてもはっきり［ine］のように発音されている例がある点から考えると、この形

式は千歳方言のような他方言の ne wa an のように解釈すべきではなく、ine wa an のような形式

として解釈すべきものである可能性がある。ここでは可能性を指摘するにとどめ、今後も検証に努

めたい。

３．英雄叙事詩テキスト

以下に文字化した英雄叙事詩のテキスト本文を翻訳と共に示す。言うまでもないが、筆者の能力

不足による誤り、思い違いも多数あると思われる。識者のご教示をお待ちする次第である。なお、

筆者は狭義のアイヌ口承文芸の専門家とは言えないので、内容について詳しくコメントする資格は

ないが、ごく一般的なレベルで考えてもこの英雄叙事詩は内容的に幾分特異な特徴を持っているよ

うに思われる。主人公（自叙する主体）は mosirkarkamuy「国を造る神」で、通常の英雄叙事詩の

主人公である poyyaunpe は、登場はするものの、あくまでも登場人物の一人に過ぎない。この英

雄叙事詩の解説と思われる記述が更科（１９８１：１２−１６）にあるが、採録者の更科氏も、この英雄叙

事詩がアイヌ文学の一般的な内容から考えると、幾分特殊ではないか、という趣旨の意見を述べて

おられる。今後、なお広い見地から、内容の検討が行われることを期待したい。

３．１．英雄叙事詩テキスト本文

１：eyererope

２：aynu kotan

人間の村を

３：a−kar kusu

私は造るために

４：u kanto oro wa

天から

５：u rap−an ki wa

私は下って

６：nupuri ka ta

山の上に

７：okay−an ki wa

私はいて

８：mosir kurka

国土の上

９：kotan kurka

村の上を

１０：a−uwanpare

私は注視した

１１：u inkar−an ko

私が見ると

１２：nekona ne yakka

どうしても

１３：kotankar a−ki

村造りを私がし

１４：mosirkar a−ki

国土作りを私がし

１５：somoki ko anak

ないと

１６：aynu kotan

人間の村が（いつ）

１７：hepuni usi

興る時（が来るか）

１８：a−eranpewtek

誰にもわからない
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１９：yaynu−an wa

と私は思って

２０：nupuri ka wa

山から

２１：rap−an kusu

私は下りるために

２２：ikori ka ta

イコリの上に

２３：u rap−an ki wa

私は下りて

２４：ikori ka ta ta suy

イコリの上に

２５：u rok−an wa

私は座って

２６：uwanpare−an ko

私が注視すると

２７：usayne kane

なんとまあ

２８：atuy ka somo ne

海ではない

２９：yaci ka somo ne korka

谷地ではないけれど

３０：atuy ne wa an pe

海であったものが

３１：niwrotkerotke

沸き立っている

３２：nupki

白濁した

３３：atuy ne siri

海になっている有様を

３４：a−nukar kusu

私は見るために

３５：ko nep ta ki

なんとまあ

３６：mosir ka ta

国土の上で

３７：kotan kurka

村の上を

３８：a−uwanpare

私は注視した

３９：inkar−an wa

私が見て

４０：okay−an ciki

私がいると

４１：usayne kane

なんとまあ

４２：siruscikappo

ヤマゲラが

４３：u arki ki wa ta suy

やって来て

４４：pir ka ta u rok wa

渦の上に座って

４５：saraha citurituri

尾がずっと伸び

４６：u rek kor okay

鳴いている

４７：oro wa ta suy

そして

４８：ahurasanpe

コノハヅクが

４９：u arki ki wa

やって来て

５０：poro sikihi

大きな目を

５１：inkar kusu

見るために

５２：tokoko ki wa

見開いて

５３：ha inrapparappa

瞬きを

５４：u ki wa kusu

したので

５５：yaynu−an ko

私が思うに

５６：nekona ne yakka

どうしても
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５７：aynu kotan

人間の村が

５８：hepuni usi

興る時が

５９：a−esanniyo

わかった

６０：ki wa ta suy

そうして

６１：u suma tuci

石の槌

６２：kani tuci

金属の槌を

６３：a−kar ki wa

私は作って

６４：kanto ot ta

天に

６５：hosippa−an wa

私が戻って

６６：kani tuci

金属の槌を

６７：a−kar ki wa

私が作って

６８：kani nomi

金属の鑿

６９：usa nomi

色々な鑿

７０：usa tuci

色々な槌を

７１：a−se kane

私は背負ったまま

７２：u rap−an

私は下った

７３：ki wa ta suy

そうして

７４：mosirkar

国土を作る

７５：tuci ari

槌で

７６：atuy kurka

海の表面を

７７：a−uwanpare

私は注視した

７８：inkar−an ko

私が見ると

７９：ahurasanpe

コノハヅクが

８０：kik koraci

叩く通りに

８１：atuy kurka ta

海の表面で

８２：omanan hi neno

往来する通りに

８３：peker atuy ne kuni

澄んだ海になると

８４：a−esanniyo

わかった

８５：oro wa ta suy

そうして

８６：kunne hene

夜も

８７：tokap hene

昼も

８８：mosirkar−an

私は国土を造った

８９：kotankar−an na

私は村を造った

９０：inkar−an ko

私が見ると

９１：too rep ta

遙か沖に

９２：kani nupuri

立派な山

９３：konkani nupuri

黄金の山が

９４：u as konna

立つ有様こそ
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９５：kinnatki ko

立派であったが

９６：kurkasi

その上を

９７：a−uwanpare

私は注視した

９８：kani casi

立派な城壁が

９９：kani cise

立派な家を

１００：okari kane

囲んでいて

１０１：a−nukar kor

私が見て

１０２：oka−an ayneno

いたあげく

１０３：too

遙か

１０４：ne wa an pe

それを

１０５：a−nukar oro wa

私が見た、そして

１０６：ko nekona

どう

１０７：u sirkop hetap ne

化け物であるか

１０８：kamuy hetap ne

神様であるか

１０９：u aynu hetap

人間であるかが

１１０：horari katu

住む有様を

１１１：a−nukar ciki

私が見て

１１２：or un tane tane

そこへ今すぐ

１１３：paye−an anki

私が行こうと

１１４：yaynu−an yakka

私が思っても

１１５：a−ki monrayke

私の仕事を

１１６：a−okere pakno

私が終えるまで

１１７：inkar−an ranke

何度も私は目をやり

１１８：monrayke kosicari

仕事に精を出すこと

１１９：mosirkar kosicari

国土造りに精を出すことを

１２０：a−ki ayneno

私はし続けてとうとう

１２１：too

ずっと

１２２：pirka ota

美しい浜

１２３：kurka

の上を

１２４：a−okere wa

私は造り終えて

１２５：oro wa tapne

そうして

１２６：pirka usi

美しい所

１２７：or pakno

まで

１２８：paye−an oro wa

私は行ってそして

１２９：ko nekona

どうし

１３０：an yakka

ても

１３１：ne wa an nupuri

あの山を

１３２：a−kosinewe

私は訪れようと
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１３３：a−eyaykosiramsuye

私は考えて

１３４：oka−an pe ne kusu

私はいたものだから

１３５：sinean to ta

ある日

１３６：urar ruyka

霞の橋を

１３７：a−turi kane

私は伸ばして

１３８：ne

その

１３９：kamuy he okay

神がいるのだか

１４０：aynu he okay

人間がいるのだか

１４１：cise un ruwe

家があるところ

１４２：konkane cise

黄金の家

１４３：konkane cise

黄金の家

１４４：konkani casi

黄金の砦

１４５：kosituri wa

に向かって伸びて

１４６：okay kusu

いるので

１４７：or un tapne ka

そこへ

１４８：uran ruyka

霞の橋を

１４９：a−turi kane

私は伸ばして

１５０：paye−an kor

私が行き

１５１：oka−an ayneno

続けたあげく

１５２：eatterke ta

一っ飛びに

１５３：ne nupuri

その山

１５４：nupuri cinka

山の

１５５：kurkasike

上に

１５６：a−epa wa

私は着いて

１５７：ahup−an kusu

私が入ろうと

１５８：iki−an yakka

私がしても

１５９：ko ne ru ta suy

どの場所が

１６０：apa ne ki ya

入り口であるのか

１６１：ko ne ru ta suy

どの場所が

１６２：puray ne ki ya

窓であるのか

１６３：a−eranpewtek

私はわからなかった

１６４：ki wa kusu

それだから

１６５：tu wan re suy

何度も

１６６：cise okari

家の周りを

１６７：iki−an ayne

私は回ったあげく

１６８：puray koraci

窓のように

１６９：rik un puray

天窓が

１７０：apa o

戸が付いた

北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要 第１５号（２００９年３月）

― 14 ―



１７１：puray ne kusu

窓であったので

１７２：puray koraci

窓のように

１７３：okay

あった

１７４：a−numposore

私は通り抜けた

１７５：ahup−an ki wa

私は入って

１７６：inkar−an ko

私が見ると

１７７：somo aynu ne

人間ではなかった

１７８：kamuy ne kusu

神様であるので

１７９：kamuy koraci

神様のような

１８０：kamuy ikor

神の宝

１８１：kamuy takaramono

神の宝物

１８２：esik kane

で一杯になって

１８３：okay ki wa

いて

１８４：yaykatanuno

恐縮しつつ

１８５：rera koraci

風のように

１８６：horaociwe−an

私は下りた

１８７：apesam ta

炉の側に

１８８：u rok−an wa

私は座って

１８９：kamuy

神の

１９０：caca hemem

老人も

１９１：rupne mat hemem

老婦人も

１９２：rok wa okay

座っている

１９３：cise kor kamuy

家の神

１９４：a−koyaykatanu yakka

に対して私は恐縮したけれども

１９５：tapne

このように

１９６：yaynu

思うことを

１９７：a−ki kusutap

私がしたこと

１９８：sirepa−an i

私が到着したことを

１９９：a−eisoitak

私は物語った

２００：ki awa

すると

２０１：ayakannata

なんとまあ

２０２：mosir kar kamuy

国土を造る神が

２０３：kotan kar kamuy

村を造る神が

２０４：nen monrayke siri

誰が働いている有様なのかも

２０５：esiknak ki wa

見えないで

２０６：okamkino

わざと

２０７：tapne

このように

２０８：apasinasina

戸口を縛ること
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２０９：purayseske−an

窓を閉めることを私達はして

２１０：a−somosarare no

私達は開けないで

２１１：okay−an ko

私達はいて

２１２：tu wan re suy

なんども

２１３：cise okari

家の周りを回った

２１４：ki ayneno

あげくに

２１５：tuypu

（不明）

２１６：cise ka kitay

家の屋根

２１７：kitay，cise kitay

家の屋根

２１８：un puray

の窓が

２１９：a−sarare wa

開けられて

２２０：ne wa an pe

それが

２２１：u pawci kusu

夜這いしに

２２２：u ahup siri ne

入ってくる有様である

２２３：ene iki

このようなことを

２２４：epitta tapne

全部

２２５：a−kusnanukar

私は見通して

２２６：okay−an awa

私はいたが

２２７：yaynu siri hene

考えていることでも

２２８：epitta tapne a−eramuan ru wa okay−an

ruwe ne na

全部私はわかっているのだぞ

２２９：nekona e−matkon rusuy

どんなにお前が妻をほしがっているのか

２３０：a−poho anak

私の子は

２３１：heru kamuy ne

神同士

２３２：pon i wano

幼い頃から

２３３：okkayo

男

２３４：okkayo kor pe

男の持ち物と

２３５：emkota suy

早くから

２３６：a−oresu na

育てられるのだぞ

２３７：a−poho anak

私の子は

２３８：menoko kor pe

女の持ち物と

２３９：heru kamuy ne

神同士

２４０：emkota suy

早くから

２４１：a−oresu wa

育てられて

２４２：pon i wano

幼い頃から

２４３：hokueraman

夫になるものを知り

２４４：materaman

妻になるものを知り

２４５：u ki wa okay awa

そうしているが
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２４６：mosir kar kamuy ine wa an pe esiknak ki wa

ek wa tapne rek haw

国土を造る神はそのことが見えないで来てこ

のように鳴き声を

２４７：a−nuci ki korka

私達は聞くけれど

２４８：ene kayki

このように

２４９：hetce usi

承諾することは

２５０：oarar isam

何もない

２５１：u ki na ari

のだぞと

２５２：kamuyranpe

神が

２５３：u itak hawe

言う声を

２５４：a−nuci ki ko

私は聞くと

２５５：wen kinra ne

激しい怒りが

２５６：ikohetari

わき起こった

２５７：kici korka

そうではあるけれど

２５８：yayekus kamuy

恥じ入る神で

２５９：a−ne kusu

私はあったので

２６０：somo atasiri wano

…ないでそれから

２６１：soyonpa−an wa

私は外に出て

２６２：arki−an ayne

私は来て、とうとう

２６３：pirkausi

ピリカウシに

２６４：a−kosirepa

私は着いた

２６５：oro ta kayki

そこで

２６６：yaynu−an ko

私が思うに

２６７：ene wa kayki

このように

２６８：ne wa okay

その

２６９：a−eranpewtek no

私が知らずに

２７０：iki−an oro wa

私がやって、そして

２７１：toy yayekus

ひどい恥じ入り

２７２：toy yastoma

ひどい羞恥を

２７３：a−ki wa

私はして

２７４：hosippa−an ki wa

私は戻って

２７５：okay−an oro wa

私はいて

２７６：yaysinire a−ki oro wa

休むことを私はして

２７７：yaysinire

休むことを

２７８：yaysinire a−ki oro wa

休むことを私はして

２７９：a−kor monrayke

私の仕事を

２８０：a−ki

私はした

２８１：u kunne hene

夜も

２８２：tokap hene

昼も
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２８３：a−kosicari

私は精を出した

２８４：okay−an ayne

私はいたあげく

２８５：mosir okere

国土の造り終え

２８６：kotan okere

村の造り終えを

２８７：a−ki okere

私はやり終えた

２８８：oro wa ta suy

そして

２８９：kanto or un

天へ

２９０：hosippa−an kusu

私は戻ろうと

２９１：hosippa−an ayne

私がずっと戻って行くと

２９２：aputa kotan

アブタの村の

２９３：kurkasike

上を

２９４：a−kus ki awa

私が通ると

２９５：hemanta an pe

何かの

２９６：kurihi tapne

影を

２９７：a−nukar kusu

私は見たので

２９８：a−kourarcari

私は霞を散らして

２９９：iki−an ine

私はそうして

３００：a−nukar ki ko

私が見ると

３０１：somo wa ne yakka

まさかと思ったが

３０２：poyyaunpe

ポイヤウンペ

３０３：ne kotomno

らしく

３０４：a−nukar usi

見えるところが

３０５：an wa kusu

あったので

３０６：nispa koraci

紳士らしく

３０７：heru kamuy

神同士で

３０８：a−neci

私達はある

３０９：kusutap ne

ので

３１０：a−koonkami

私は礼拝した

３１１：onuytasa

交代に

３１２：i−koonkami

彼は私に礼拝した

３１３：oro wa tapne

そうして

３１４：u itak hawe

言うことを

３１５：a−nu ciki

私が聞くと

３１６：itak−an ciki

私が言うから

３１７：pirka nu wa

よく聞いて

３１８：i−kore ki yan

下さい

３１９：a−wenmataki

私の妹は

３２０：sir ka sak pe

器量の劣った者
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３２１：nan ka sak pe

容貌の劣った者

３２２：u ne yakkayki

ではあるけれど

３２３：kotan kar kamuy

国土を造る神

３２４：par osuke

の食事の世話をする（ために）

３２５：uytek ko

使ったら

３２６：pirka kuni

良いだろうと

３２７：a−esanniyo

私は思う

３２８：u ki wa kusu

それだから

３２９：ru hontom ta

途中で

３３０：a−ehuye wa

私は待って

３３１：okay−an ruwe ne

私はいたのだ

３３２：itak−an i

私の言うことを

３３３：kamuy ne an pe

神である者

３３４：mosir kar kamuy

国土を造る神

３３５：a−koyaykatanu

に対して私は恐縮に思っ

３３６：ki wa okay yakka

ているけれど

３３７：ene ne yakne

このようにすれば

３３８：kamuy nakka

神も

３３９：ramusinne

安心して

３４０：hosipi

帰る

３４１：easkay kuni

ことができるだろうと

３４２：a−esanniyo

私は思っ

３４３：wa kusu

たので

３４４：tapne

このように

３４５：u arki−an na

私達は来たのだ

３４６：ari an pe

ということを

３４７：kamuy

神

３４８：poyyaunpe kamuy，ano an itak pirka itak i−

kohosarire ki

ポイヤウンペ神が見事な言葉、良い言葉を私

に向け

３４９：ru wa kusu，hetce−an wa，poyyaunpe mataki

ahupkar

たので、私は承知してポイヤウンペの妹をも

らった

３５０：poyyaunpe

ポイヤウンペが

３５１：ano an

見事な

３５２：pirka isoytak

良い話を

３５３：ikarire

したのを

３５４：a−nu oro wa ta suy

私は聞いて

３５５：a−koonkami

私は彼に礼拝した

３５６：mat onkami

婦人の礼拝を
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３５７：a−ki oro wa

私はしてから

３５８：aokay anak

私は

３５９：kanto or un

天に

３６０：hosippa−an ko

私は戻ると

３６１：poyyaunpe

ポイヤウンペは

３６２：uni un

自分の家へ

３６３：hosipi ki wa

戻って

３６４：aokay anak

私は

３６５：paye−an ayne

私が行ったあげく

３６６：a−unihi

私の家

３６７：a−epa wa

に私が着いて

３６８：inkar−an ko

私が見ると

３６９：poyyaunpe

ポイヤウンペが

３７０：matakihi

妹

３７１：kosontaiwa

?

３７２：hetcere kusu

承知させるために

３７３：koitak ki ko

彼女に向かって言うと

３７４：a−yupi tono

私の兄上が

３７５：yaynu koraci

思う通りに

３７６：anokay nakka

私も

３７７：u yaynu−an kusu

私は思うので

３７８：ramusinne ko pirka ari

安心してと

３７９：a−yupihi

私の兄に

３８０：a−ye ki ko

私が言うと

３８１：mina tura

笑いながら

３８２：hokurekure

さあさあ

３８３：sipinpa

支度をしなさい

３８４：siyupu ki yan

がんばりなさい

３８５：ari itak kor

と言いながら

３８６：i−kosimewe

私を促した

３８７：ikici ki ko

そうして

３８８：saranpe amip

絹の着物

３８９：iwan kosonte

六枚の小袖に

３９０：a−tusaoposore

私は袖を通し

３９１：iwan kut

六本の帯を

３９２：a−ekutkor

私は締めた

３９３：oro wa ta suy

そうして

３９４：kane sitoki

美しい首飾り
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３９５：sikonkane sitoki

純金のシトキを

３９６：a−rekutuyre

私は首にかけた

３９７：oro wa ta suy

そうして

３９８：kani tama

美しい玉を

３９９：a−rekutuyre

私は首にかけた

４００：a−kisara nakka

私の耳にも

４０１：ninkari

耳飾りを

４０２：a−euyruke

私は付けた

４０３：u ki oro wa

そうして

４０４：saranpe

絹

４０５：saranpe ari

絹で

４０６：sapasina−an

私は頭を縛った

４０７：oro wa

そうして

４０８：u rok−an ki ko

私が座ると

４０９：hokurekure

さあさあ

４１０：kane pirakka

美しいピラツカ

４１１：konkane pirakka

金のピラツカを

４１２：e−us kuski na．

お前は履くんだよ

４１３：ari an pe

と言うこと

４１４：a−yupihi wa

私の兄から

４１５：a−sanke

出されて

４１６：pirakka

ピラツカを

４１７：a−nukar ciki

私が見ると

４１８：a−ye manu

噂に聞く

４１９：kane pirakka

美しいピラツカ

４２０：konkane pirakka

金のピラツカを

４２１：a−cikirusi

私は足に履いた

４２２：oro wa ta suy

そうして

４２３：a−yuptonoke

私の兄に

４２４：a−tura ki wa

私はついて

４２５：kanto or un

天に

４２６：urar ruyka a−siturire

霞の橋を私達は伸ばして

４２７：u ka peka

上を

４２８：a−yupi hoski

兄が先に

４２９：oman ki ko

行くと

４３０：u osi kayki

後から

４３１：paye−an kor

私が行って

４３２：okay−an ayne

私がいたあげく
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４３３：eattereke ta

一っ飛びに

４３４：kanto apa

天の入り口が

４３５：u sara ki wa

現れて

４３６：or pakno

中まで

４３７：uran ruyka

霞の橋が

４３８：eoma ki ko

入ると

４３９：ahup−an

私達は入った

４４０：inkar−an ko

私達が見ると

４４１：kamuy kotan

神の国

４４２：ne a kusu

であったので

４４３：pirka ruwe

美しい有様に

４４４：a−erayap kor

私達は感心しつつ

４４５：ahup−an wa

私達は入って

４４６：paye−an ayne

私達が行ったあげく

４４７：a−ye manu

噂に聞く

４４８：kotan kar kamuy

村造りの神

４４９：mosir kar kamuy

国土造りの神

４５０：kotanu

の村

４５１：a−epa ki na

に私達はついたのだぞ

４５２：unihi

彼の家

４５３：a−epa ciki

に私達が着いたら

４５４：apa or pakno

入り口まで

４５５：paye−an ki ko

私達が行けば

４５６：cise upsor un

家の中へ

４５７：nen tap suy

誰が

４５８：eci−ahupte ya

お前達を入れるのか

４５９：aokay anak

私は

４６０：yaykoan pe

一人で暮らす者

４６１：a−ne a kusu

で私はあったので

４６２：eci−ahupte utar ka

お前達を入れる人々も

４６３：a−uytek ussiw ka

私達が使う召使いも

４６４：inasimo

?

４６５：a−kar kusu

私は作るので

４６６：hokure ahup an

さあ入りなさい

４６７：ari no ta suy

と

４６８：kani maw ne

美しい声で

４６９：kamuy itak haw

神が言う声を

４７０：a−nuci ki ko

私は聞いて
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４７１：a−yupi hoski

私の兄が先に

４７２：rureye kane

半ば這うように

４７３：yaykatanu ahun

恐縮して入った

４７４：osi tapne

後ろから

４７５：otop cinki

髪の下端を

４７６： a−ciwciwte

私は垂らし垂らし

４７７：ahup−an wa

私は入って

４７８：inkar−an ko

私が見ると

４７９：sonno kayki

本当に

４８０：kamuy ne an pe

神様である者が

４８１：u yaykoan wa an wa

一人で暮らしていて

４８２：ene itak i

こう言った

４８３：u neaurukusu

?

４８４：a−yuptonoke

私の兄が

４８５：ronnaso or

上座

４８６：ehorari ko

に座ると

４８７：aokay anak

私は

４８８：oharkisoun

左座へ

４８９：too usat ta

ずっと下座に

４９０：yaykatanu

恐縮しつつ

４９１：menoko

女の

４９２：ene okay

このような

４９３：pon ram mano

幼い頃から

４９４：a−yupi

私の兄が

４９５：i−resu p

私を育ててくれたもの

４９６：ne a kusu

であったので

４９７：menokoa

女の座り方を

４９８：a−ki kane

私はしつつ

４９９：etop cinki

髪の下端を

５００：a−oraciwre rok−an wa oka−an

私は垂れ下げて座っていた

５０１：rok−an wa

私は座って

５０２：okay−an ko

私がいると

５０３：kamuy ne an pe

神様である者が

５０４：a−yuptonoke

私の兄上

５０５：kotekrikipuni

に手を高くかかげて

５０６：ukoonkami

互いに礼拝する

５０７：mat onkami

女性への礼拝を

５０８：u kici oro wa

してから
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５０９：ta suy

こそ

５１０：siso or

右座

５１１：orokioroki

?

５１２：ikici ki ko

すると

５１３：u kane tuki

美しい杯に

５１４：u kane pasuy

美しい奉酒箸を

５１５：u uyruke wa

置いて

５１６：tasa ukte kane

互いにやり取りして

５１７：ikici oro wa

そうして

５１８：kuneywa an pe

朝になることが

５１９：ene sirki

このようであった

５２０：u ne nankora

のであろうか

５２１：kamuy ne hene

神であっても

５２２：ki ap kusu

そうであるから

５２３：sake hok siri ka

酒を買う様子も

５２４：sake kar siri ruwe ka

酒を作る様子も

５２５：a−nukar ka

私は見も

５２６：somoki yakka

しないのに

５２７：u sake

酒を

５２８：tuki sikno

杯一杯に

５２９：u sanke ki wa

出して

５３０：a−yuptonoke

私の兄

５３１：kotarara

に捧げた

５３２：yaykoiyomare

自分に注いだ

５３３：kamuy ne an pe

神である者が

５３４：kamuynomi oro wa

カムイノミをして

５３５：a−yuptonoke nakka

私の兄上も

５３６：u kamuynomi

カムイノミをした

５３７：u ki oro wa

そうして

５３８：ne wa an

その

５３９：sake

酒を

５４０：kuci ki ko

飲むと

５４１：a−yuptonoke

私の兄上は

５４２：eatterke ta

一っ飛びに

５４３：ihoski ki wa

酔って

５４４：tane tane

すぐにも

５４５：sakehawki anki

サケハウをしそうになった

５４６：kici korka

そうであるけれど

北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要 第１５号（２００９年３月）

― 24 ―



５４７：a−koiyonpa

私は合図した

５４８：iyonpa

合図した

５４９：ne wa an pe

それを

５５０：eyayyupupu

兄は我慢して

５５１：okay wa okay rapok ta

いる間に

５５２：kamuy ne an pe

神である者は

５５３：tuki sikno

杯に一杯

５５４：sake o ki wa

酒を入れて

５５５：i−kotarara

私に捧げた

５５６：aynu are

人間が置いた…

３．２．英雄叙事詩テキスト注釈

以下では疑問の箇所、特に必要があると思われる箇所について、音声に関する情報や解釈の根拠

となる資料をあげて注釈を施した。もとより、完全なものではなく、異論も多いことと思われる。

今後も引き続き研究に努めたい。なお、資料の引用にあたっては、便宜的にアクセントや声門閉鎖

音などの補助記号は省略してあるので詳しくは原文を参照されたい。

１行目：「えー、遠島タネさんのユーカラです。」

という更科氏と思われる男性の声が入る。実際

の発音は［ejerejae:ro:pe:］のような発音。（ｒ

は厳密には弾き音と思われるがこれ以後特殊な

記号を用いず仮にｒで表記する）。

３行目：前の句の末尾のｎの出わたりがａの前に

現れて［kotannakara］のように発音されている。

kusu の su は［�u]に近い発音。

４行目：ｕは無意味な挿入音。

５行目：ｕは無意味な挿入音。

８行目：実際の発音では句頭に mo といういい

よどみの音声がある。

１０行目：uwampare「目も放たず見まもる」（久保

寺１９９２：３０２）。

１１行目：ｕは無意味な挿入音。

１２行目：yakka は［jaka］のように聞こえるが文

脈からこのように解釈した。

１５行目：佐藤（２００８：３３）で扱った「異国船来航」

（テキスト４）の１２７行目に somo ki ko anakne

という類似した形式が現れているので、分節

の仕方はともかく、「しないならば」というよ

うな意味を表す形式、と一応ここでは解釈して

おく。

１７行目：hepuni は佐藤（２００８：２２）で扱った「有

珠山の噴火」（テキスト３）の２５３行目にも現

れ、「復興する」という意味で用いられている。

１８行目：実際の発音では末尾に［ku:］のような

発音が現れるが特定の言語形式に該当しないも

のと考えて表記しなかった。

２１行目：kusu の su は［�u］に近い発音。この

後、咳こんでいる。

２２行目：ikori は 不 明 の 形 式。実 際 の 発 音 は

［ikari］に近い発音。永田（１８９１［１９８４］：１９８）

には Ikori shuma 高岩「アプタ」土人「高キ」

ヲ「イコリ」ト云フ」とあるので、後に aputa

kotan「虻田の村」という固有名詞が出てくる

ことを考慮すると、あるいはこれに該当するも

のかもしれない。

２３行目：ｕは無意味な挿入音。ta suy は不明。suy

の su は［�u］に近い発音。
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２５行目：ｕは意味のない挿入音。

２６行目：uwanpare は他動詞と思われるので −an

が現れるのはおかしい。あるいは別の解釈が必

要かもしれない。

２７行目：usayne kane という連続はこれまでのと

ころ類例が見いだされていないが、金成（１９５９：

６０）に usaine katap「これはいかなこと」とい

う例がある。

３１行目：実際の発音は［niwrotkirotki］のような

発音。久保寺（１９９２：１７４）に「niurotke 酸い」

とある。ここでは「（発酵して酸っぱくなるよ

うに）泡立つ」と解釈した。

３４行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

３５行目：不明の形式。金成（１９６１：９２）に「konep-

tap teta なんだってまあ」という例がある。文

脈から考えて類似の意味を表す形式か。

４２行目：実際の発音は、sirut と言いかけてから

sirusci と言って、その後に cikappo と言って

いる。sirus−cir ヤマゲラ（幌別）知里（１９６２

［１９７６］：１９３）と同じ意味の形式か。

４３行目：ｕは意味のない挿入音。実際の発音は

［uwariki］のような発音。suy は［�u］のよ

うな発音。

４４行目：実際の発音は［pirika］のような発音。

Batchelor（１９３８：３９３）に「piri An eddy」とい

う語が記載されているのでこのように解釈した

が、別の解釈の可能性もあると思われる。

４５行目：金成（１９６３：１６８）に「chiturituri 延び延

び」とある。実際の発音は turituri が［toritori］

に近く聞こえる。

４６行目：ｕは意味のない挿入音。

４７行目：suy の su は［�u］に近い発音。

４８行目：知里（１９６２［１９７６］：１９８）に「ahunras-

ampe アオハヅク」（ホロベツ、チカブミ）と

ある。ここでの発音は ahurasanpe のようにｎ

がよく聞き取れない発音であるので仮にその形

式で表記してある。

４９行目：ｕは意味のない挿入音。実際の発音は

［uwariki］のような発音。

５１行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

５２行目：siktokoko「目を見開き続ける」（千歳方

言）という形式の tokoko と同じものであろう。

５３行目：ha は 意 味 の な い 挿 入 音 か。久 保 寺

（１９９２：１０２）に「inrapparappa 目くばせする」

という形式が載る。

５４行目：suy の su は［�u］に近い発音。

５６行目：服部（１９６４：３０３）に「nekona ne yakka

決して」（八雲方言）という例が載る。

６１行目：ｕは意味のない挿入音。suma の su は

［�u］に近い発音。

６３行目：実際には句頭でａと口ごもっている。

６４行目：実際には a−kota と言いかけてから

kanto と言っている。

６８行目：nomi は日本語の「鑿」か。

７０行目：実際には usa ka と言いかけて咳き込

み、tuci と発音している。

７２行目：ｕは意味のない挿入音。

７３行目：suy の su は［�u］に近い発音。

７６行目：実際には mosir kur と言いかけてから

atuy と発音している。kurka ta の後で咳き込

んでいる。

８５行目：実際には［ijorowa］のように聞こえる。

suy の su は［�u］に近い発音。

９４行目：ｕは意味のない挿入音か。実際には［uwa

�］のように発音されている。konna は実際に

は［koanna］に近く聞こえる。あるいは別の解

釈の可能性もあるか。

９５行目：金成（１９６３：２６２）に「kinnatara きらび

やか」とある。この形式と同じ語根 kin− を有

する形式か。

１００行目：実際には［hokari］のように聞こえる

が、ここではこのように解釈した。あるいは別

の解釈の可能性もあるか。

１０１行目：kor のｒはよく聞き取れない。

１０３行目：too の後、「あの」と日本語で言ってか

ら咳き込み、しばらく録音が中断する。
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１０４行目：実際には［inewa］のように聞こえる。

１０７行目：ｕは意味のない挿入音か。sirkop は不

明の形式。あるいは他の解釈の可能性もあるか。

１０９行目：ｕは意味のない挿入音か。実際には

［uwajnu］のように発音されている。また、hetap

の後、咳き込んでいる。

１１３行目：anki の ki は［ke］に近い発音。

１１６行目：句頭でａと口ごもってから a−okere と

言っている。

１１８行目：久 保 寺（１９９２：２９０）に「shicari フ ン

バル？」とある。語末のｉは［ｅ］に近い。

１２１行目：too の後、咳き込んでいる。

１２３行目：okere の目的語が kurka「上」というの

は少々おかしい。あるいは別の解釈が必要か。

１３１行目：実際には［inewan］のように発音され

ている。

１３４行目：kusu（この su は［su］に近い発音）

の後、咳き込んでいる。

１３５行目：実際には［�ineyan］のような発音。

１３６行目：実際には uruka と発音した後、urar kur

と発音してから ruyka と言っている。

１３８行目：実際は［inei:］のような発音。あるい

は別の解釈が必要かもしれない。

１４１行目：un ruwe は解釈困難な形式。あるいは

別の解釈が必要かもしれない。

１４２行目：konkane か konkani か決定が困難であ

る。ここでは聞こえたままを記し、あえて統一

しなかった。

１４６行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

１４７行目：orun は［ori’un］に近い発音。

１５４行目：cinka は不明の形式。要検討。

１５７行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

１５９行目：不明の形式。仮に訳したが要検討。suy

の su は［�u］に近い発音。

１６１行目：不明の形式。実際の発音は ko ne ra ta

に近い発音。suy の su は［�u］に近い発音。

１６２行目：［hurakwemki］のような発音だが、仮に

このように解釈した。

１６３行目：実際には arenpak と言ってから a−er-

anpewtek と言い直している。

１６４行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

１６５行目：suy の su は［�u］に近い発音。

１６６行目：咳込んで発音が不明瞭だが、最後に

kari と言っているのが聞こえる。前後関係か

ら考えてこのように解釈してテキストを作成し

たがなお一考を要する。

１６７行目：［ikijan］という発音。

１６８行目：［haj］のように聞こえるが、puray と

解釈した。

１７１行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

１７４行目：numposore は不明の形式。金成（１９６６b：

６８）に「shiyonumboso 無事に通り」という形

式が載る。あるいは「無事に通り抜ける」意か。

１７８行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

１８１行目：takaramono の後で笑い声になってい

る。

１８８行目：ｕは意味のない挿入音。

１８９行目：kamuy と言った後、［ｕ：］と言いよど

んでいる。

１９２行目：okay の後で咳き込んでいる。

１９７行目：kusutap の su は［�u］に近い発音。

１９８行目：末尾の an i は ani と発音されている。

２０１行目：金成（１９５９：１２２）に「ayakannata 汚ら

わし」とある。

２１２行目：suy の su は［�u］に近い発音。

２１５行目：tuypu は不明。その後咳込んでいる。

２１７行目：kitay の後に「まあ、空窓だべ」と言っ

ている。

２１８行目：un はｕ（意味のない挿入音）かもしれ

ない。

２２０行目：実際には［ine］のような発音。

２２１行目：ｕは意味のない挿入音。不詳の箇所。

田村（１９９６：５１７）に「pawci 頭をおかしくさ

せる害毒の神」とあるが、要検討。

２２２行目：ｕは意味のない挿入音。

２２５行目：実際の発音は �［aeku nanukara］に近い
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発音。金成（１９６３：１８９）に「chikushna−nukar

通して見ることを」とあるのでこのように解釈

した。

２２７行目：この行は節なしで言われている。

２２８行目：この行は節なしで言われている。ru は

不詳の形式。要検討。

２２９行目：［makkunre uj� ］のように聞こえるが、

前後関係から考えてこのように解釈した。

２３１行目：実際には kamuy と言ってから heru と

言い直している。

２３２行目：［poniwano］のような発音。

２３３行目：okkayo の後で咳き込んでいる。

２３４行目：中 川（１９９５：１０８）に「okkkayo kor pe

racin racin 男のものがぶらぶら」とある。陰

部の意か。だとするとこの箇所は直訳では意味

が通りにくい。象徴的な意味合いがあるのであ

ろうか。要検討。

２３５行目：静内方言には emkota「さあ早く」のよ

うな形式があるので仮にこう解釈したが問題の

ある箇所。ta suy のような形式が頻繁に現れ

る点から考えると、emko ta suy のように切れ

る可能性もある。その場合は emko は「半分」

の意であると思われるが、そのままでは文意が

よくわからない。金成（１９６３：２４３）に「yarpe

emko amatnepo aeresu kusu そのむつきの半分

にわたしの娘をわたしたちが育てるから」とあ

り、「許婚の間であることの表現」と説明され

ているものと同類の表現か。要検討。suy の su

は［�u］に近い発音。

２３６行目：oresu の su は［�u］に近い発音。

２３９行目：kamu と言ってから heru と言い直して

いる。

２４０行目：suy の su は［�u］に近い発音。２３５

行目の注参照。

２４１行目：oresu の su は［�u］に近い発音。

２４２行目：［poniwano］のような発音。

２４４行目：ci と言ってから materaman と言い直

している。

２４５行目：ｕは意味のない挿入音。

２４６行目：この行は節なしで言われている。

２４７行目：korka は実際には［kooka］に近い発音。

２５１行目：ｕは意味のない挿入音。

２５７行目：korka の後で咳き込んでいる。

２５８行目：金成（１９６５：２０４）に「yaikush 危い、

恥しい、ひやっとした」とある。実際の発音を

考慮して yayekus と表記したが、なお検討を

要する。

２５９行目：kusu の su は［su］。

２６７行目：kayki の後で咳き込んでいる。

２６８行目：kayki が前にあるので切れ目がはっき

りしないが、他の箇所と同様、［ine］のような

発音とみなすこともできる。

２７０行目：［ikijan］のような発音。

２７１行目：toy yays と言ってから yastoma と言い

直している。

２７６行目：oro wa の後で録音が中断している。

２７７行目：yaysinire は節無しで言われている。そ

の後、更科氏と思われる男性の声で「じゃその

続き」と言っている。

２８１行目：ｕは意味のない挿入音。

２８４行目：実際の発音は［okajanajne］のような発

音。

２８８行目：suy の su は［�u］に近い発音。

２９０行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

２９１行目：ayne の後、［ne e ne e］のような音声

が入る。

２９４行目：awa の後、［�ua�ua］のような音声が

入る。

２９７行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

３０５行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

３０９行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

３１４行目：ｕは意味のない挿入音。

３２２行目：ｕは意味のない挿入音。yakkayki の後

で咳き込んでいる。

３２８行目：ｕは意味のない挿入音。

３３０行目：服部（１９６４：７０）には ehuye「待つ」（八
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雲方言）という形式が載る。

３３１行目：実際の発音は［okajani］だが、このよ

うに解釈した。また、ruwe ne の後、nanka と

言いかけてやめている。

３３６行目：yakka は［yaka］に近い発音。okay に

一人称主格接辞が付いていない点は問題であ

り、要検討。

３４３行目：kusu の su は［�u］に近い発音。実

際にはそのあと、［uwauwauwa］のような音声

が入っている。

３４５行目：実際の発音は［uwarujkejan］に近い発

音。ｕは意味のない挿入音か。一応、このよう

に解釈したが要検討。

３４７行目：kamuy と言ってから咳き込み、「おー

困った」と言っている。その後録音が中断する。

その後、更科氏と思われる「はい」という声が

入る

３４８行目：以下の二行は節無しで言われている。i

−kohosarire の前で i−kohe と言いかけてやめ

ている。

３４９行目：ru は比較的はっきり発音されているが

不詳の形式。kusu の su は［�u］に近い発音。

hetce は千歳方言では「合いの手を入れる」意

だが、それでは文意が通じないので仮にこう解

釈した。要検討。最後に「うふふわかるか？」

と言われて、更科氏と思われる男性が「わかん

ない」と言う声が入っている。その後、録音が

中断され、「y�kat で言うわ」と話者が言った

後、更科氏と思われる男性が「うん」と言って

いる。

３５１行目：不詳の形式。仮にこう訳したが要検討。

３５３行目：不詳の形式。仮にこう訳したが要検討。

３５４行目：suy の su は［�u］に近い発音。

３５６行目：不詳の形式。要検討。

３５７行目：oro wa の後で咳き込んでいる。

３７１行目：不詳。要検討。

３７２行目：hetcere の前に ko という言いよどみが

ある。kusu の su は［�u］に近い発音。

３７７行目：ｕは意味のない挿入音。yaynu−an は［ja-

jnujan］のような発音。kusu の su は［�u］

に近い発音。

３７８行目：この行は節なしで言われている。

３８１行目：実際には［minna］のような発音。

３８６行目：不詳。久保寺（１９９２：５７）に「eishikomewe

強請す」とあるので仮にこう訳したが要検討。

３９０行目：a−tusaoposore の前で ae と口ごもって

いる。

３９３行目：suy の su は［�u］に近い発音。

３９５行目：実際には［�ukunkani itoke］� に近い発音。

３９６行目：不詳の形式。仮にこう訳したが要検討。

３９７行目：suy の su は［�u］に近い発音。

３９９行目：不詳の形式。３９６行目も参照。

４０２行目：田村（１９９６：８４８）に「yayeuyruke 自分に

…を身につける」とある。a−euyruke の前で aeu

と口ごもった後、咳き込んでいる。

４０３行目：ｕは意味のない挿入音。oro wa の後に

［kei］という音声が入っている。

４０８行目：ｕは意味のない挿入音。rok−an は［ro-

kan］のような発音。

４１８行目：［aimahanu］に近い発音。金成（１９６６

ａ：２４７）に「ayemanu 噂の」とある形式に相

当か。

４２１行目：［at ikiri’u ］�� のような発音。

４２２行目：suy の su は［�u］に近い発音。

４２６行目：urar kurka と言った後、ruyka と言い

直しているのでこのように解釈した。

４２７行目：ｕは意味のない挿入音。

４３０行目：ｕは意味のない挿入音。

４３１行目：［pajejan］のような発音。

４３５行目：ｕは意味のない挿入音。

４２２行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

４４６行目：［pajejan］のような発音。

４４７行目：４１８行目の注を参照。

４５３行目：ciki の後で咳き込んでいる。

４５６行目：［up orun］� のような発音。

４５７行目：suy の su は［�u］に近い発音。
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４６１行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

４６５行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

４７５行目：cinki の ki は［ke］に近い発音。

４７６行目：不明の形式。要検討。

４８１行目：ｕは 意 味 の な い 挿 入 音。［jajkow-

anwawanwa］のような発音。

４８３行目：不明の 形 式。kusu の su は［�u］に

近い発音。

４８５行目：［ronna oro］� のような発音。

４９５行目：resu の su は［�u］に近い発音。

４９６行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

５００行目：この行は節無しで言われている。

５０５行目：実際には［kotekrupuni］のような発音。

要検討。

５０８行目：ｕは意味のない挿入音。

５０９行目：suy の後で咳き込んでいる。

５１３行目：ｕは意味のない挿入音。

５１４行目：ｕは意味のない挿入音。

５１５行目：ｕは意味のない挿入音か。

５２０行目：ｕは意味のない挿入音。

５２２行目：kusu の su は［�u］に近い発音。

５３６行目：ｕは意味のない挿入音。

５３７行目：ｕは意味のない挿入音。

５３１行目：実際には［kotararera］のような発音。

５３６行目：ｕは意味のない挿入音。

５３７行目：ｕは意味のない挿入音。

５３８行目：［ine wa an］のような発音。

５４７行目：服 部（１９６４：６０）に「koiyonpa 合 図

する」（幌別方言）という形式が載る。

５４９行目：［ine wa an］のような発音。pe の後

で咳き込んでいる。

５５２行目：実際の発音では kamuy hu と口ごもっ

てから kamuy ne an pe と言い直している。

３．３．英雄叙事詩テキスト索引

以下はテキストに出現する語、および人称接辞の索引である。解釈によっては別の形式が想定さ

れる可能性もあり、不明の形式や疑わしい形式も含まれており、あくまでも暫定的なものである。

また、同音異義の形式は最低限の区別しか行っておらず、さらに細分化して示すべきものも同一項

目として配列されている場合がある。なお、（ ）内の数字は出現回数、その他の数字はテキスト

の行番号を指す。

a− （１０７） ３,１０,１３,１４,１８,３４,３８,５９,６３,

６７,７１,７７,８４,９７,１０１,１０５,１１１,１１５,１１６,１２０,１２４,

１３２,１３３,１３７,１４９,１５６,１６３,１７４,１９４,１９７,１９９,２１０,

２１９,２２５,２２８,２３０,２３６,２３７,２４１,２４７,２５４,２５９,２６４,

２６９,２７３,２７６,２７８,２７９,２８０,２８３,２８７,２９４,２９７,２９８,

３００,３０４,３０８,３１０,３１５,３１９,３２７,３３０,３３５,３４２,３５４,

３５５,３５７,３６６,３６７,３７４,３７９,３８０,３９０,３９２,３９６,３９９,

４００,４０２,４１４,４１５,４１７,４１８,４２１,４２３,４２４,４２６,４２８,

４４４,４４７,４５１,４５３,４６１,４６３,４６５,４７０,４７１,４７６,４８４,

４９４,４９８,５００,５０４,５２５,５３０,５３５,５４１,５４７

a （３） ４４２，４６１，４９６，

ahun （１） ４７３

ahup （７） １５７，１７５，２２２，４３９，４４５，４６６，４７７

ahupkar （１） ３４９

ahupte （２） ４５８，４６２

ahurasanpe （２） ４８，７９

amip （１） ３８８

an− （７１） ５,７,１１,１９,２１,２３,２５,２６,３９,４０,

５５,６５,７２,７８,８８,８９,９０,１０２,１１３,１１４,１１７,１２８,１３０,

１３４,１５０,１５１,１５７,１５８,１６７,１７５,１７６,１８６,１８８,１９８,

２０９,２１１,２２６,２２８,２６１,２６２,２６６,２７０,２７４,２７５,２８４,

２９０,２９１,２９９,３１６,３３１,３３２,３４９,３６０,３６５,３６８,３７７,

４０６,４０８,４３１,４３２,４３９,４４０,４４５,４４６,４５５,４７７,４７８,

５００,５００,５０１,５０２
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an（＜yan） （１） ４６６

an （２０） ３０,１０４,１３１,２２０,２４６,２９５,３０５,

３３３,３４６,３４８,３５１,４１３,４８０,４８１,５０３,５１８,５３３,５３８,

５４９,５５２

anak （７） １５，２３０，２３７，３５８，３６４，４５９，４８７

anki （２） １１３，５４５

ano （２） ３４８，３５１

anokay （１） ３７６

aokay （４） ３５８，３６４，４５９，４８７

ap （１） ５２２

apa （４） １６０，１７０，４３４，４５４

apasinasina （１） ２０８

apesam （１） １８７

aputa （１） ２９２

are （１） ５５６

ari （８） ７５，２５１，３４６，３７８，３８５，４０５，４１３，４６７

arki （３） ４３，４９，２６２

as （１） ９４

atasiri （１） ２６０

atuy （６） ２８，３０，３３，７６，８１，８３

awa （４） ２００，２２６，２４５，２９４

ayakannata （１） ２０１

ayne （７） １６７，２６２，２８４，２９１，３６５，４３２，４４６

ayneno （４） １０２，１２０，１５１，２１４

aynu （７） ２，１６，５７，１０９，１４０，１７７，５５６

caca （１） １９０

casi （２） ９８，１４４

ciki （６） ４０，１１１，３１５，３１６，４１７，４５３

cikirusi （１） ４２１

cinka （１） １５４

cinki （２） ４７５，４９９

cise （１０） ９９,１４１,１４２,１４３,１６６,１９３,２１３,２１６,

２１７,４５６

citurituri（１） ４５

ciwciwte（１） ４７６

e− （２） ２２９，４１２

easkay （１） ３４１

eatterke （３） １５２，４３３，５４２

eci （２） ４５８，４６２

ehorari （１） ４８６

ehuye （１） ３３０

eisoitak （１） １９９

ek （１） ２４６

ekutkor （１） ３９２

emkota （２） ２３５，２４０

ene （７） ２２３，２４８，２６７，３３７，４８２，４９２，５１９

eoma （１） ４３８

epa （４） １５６，３６７，４５１，４５３

epitta （２） ２２４，２２８

eramuan（１） ２２８

eranpewtek （３） １８，１６３，２６９

erayap （１） ４４４

esanniyo（４） ５９，８４，３２７，３４２

esik （１） １８２

esiknak （２） ２０５，２４６

etop （１） ４９９

euyruke （１） ４０２

eyaykosiramsuye （１） １３３

eyayyupupu （１） ５５０

eyererope（１） １

ha （１） ５３

haw （２） ２４６，４６９

hawe （２） ２５３，３１４

he （２） １３９，１４０

hemanta（１） ２９５

hemem （２） １９０，１９１

hene （６） ８６，８７，２２７，２８１，２８２，５２１

hepuni （２） １７，５８

heru （３） ２３１，２３９，３０７

hetap （３） １０７，１０８，１０９

hetce （２） ２４９，３４９

hetcere （１） ３７２

hi （１） ８２

hok （１） ５２３

hokueraman （１） ２４３

hokure （１） ４６６
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hokurekure （２） ３８２，４０９

hontom （１） ３２９

horaociwe （１） １８６

horari （１） １１０

hosipi （２） ３４０，３６３

hosippa （５） ６５，２７４，２９０，２９１，３６０

hoski （２） ４２８，４７１

i− （６） ３１２，３１８，３４８，３８６，４９５，５５５

i （４） １９８，２３２，３３２，４８２

ihoski （１） ５４３

ikarire （１） ３５３

iki （５） １５８，１６７，２２３，２７０，２９９

ikici （３） ３８７，５１２，５１７

ikohetari（１） ２５６

ikor （１） １８０

ikori （２） ２２，２４

inasimo （１） ４６４

ine （２） ２４６，２９９

inkar （１０） １１,３９,５１,７８,９０,１１７,１７６,３６８,

４４０,４７８

inrapparappa （１） ５３

isam （１） ２５０

isoytak （１） ３５２

itak （９） ２５３,３１４,３１６,３３２,３４８,３４８,３８５,

４６９,４８２

iwan （２） ３８９，３９１

iyonpa （１） ５４８

ka� （７） ６，２０，２２，２４，３６，２１６，４２７，

ka（否定、不定）（１０） ２８,２９,１４７,３２０,３２１,４６２,

４６３,５２３,５２４,５２５

kamuy （３１） １０８,１３９,１７８,１７９,１８０,１８１,１８９,

１９３,２０２,２０３,２３１,２３９,２４６,２５２,２５８,３０７,３２３,３３３,

３３４,３３８,３４７,３４８,４４１,４４８,４４９,４６９,４８０,５０３,５２１,

５３３,５５２

kamuynomi （２） ５３４，５３６

kane（助詞） （１０） ２７,４１,７１,１００,１３７,１４９,

３９４,４７２,４９８,５１６

kane（金） （５） １８２，４１０，４１９，５１３，５１４

kani （８） ６２，６６，６８，９２，９８，９９，３９８，４６８

kanto （６） ４，６４，２８９，３５９，４２５，４３４

kar （１２） ３,６３,６７,２０２,２０３,２４６,３２３,３３４,

４４８,４４９,４６５,５２４

katu （１） １１０

kayki （５） ２４８，２６５，２６７，４３０，４７９

ki （６５） ５,７,１３,１４,２３,３５,４３,４９,５２,５４,

６０,６３,６７,７３,１１５,１２０,１６０,１６２,１６４,１７５,１８３,１９７,

２００,２０５,２１４,２４５,２４６,２４７,２５１,２５４,２７３,２７４,２７６,

２７８,２８０,２８７,２９４,３００,３１８,３２８,３３６,３４８,３５７,３６３,

３７３,３８０,３８４,３８７,４０３,４０８,４２４,４２９,４３５,４３８,４５１,

４５５,４７０,４９８,５１２,５２２,５２９,５３７,５４０,５４３,５５４

kici （３） ２５７，５０８，５４６

kik （１） ８０

kinnatki （１） ９５

kinra （１） ２５５

kisara （１） ４００

kitay （３） ２１６，２１７，２１７

ko（接続助詞） （３０） １１,１５,２６,５５,７８,９０,９５,

１７６,２１１,２５４,２６６,３００,３２５,３６０,３６８,３７３,３７８,３８０,

３８７,408,４２９,４３８,４４０,４５５,４７０,４７８,４８６,５０２,５１２,

５４０

ko（不明要素） （５） ３５，１０６，１２９，１５９，１６１

kohosarire （１） ３４８

koitak （１） ３７３

koiyonpa（１） ５４７

konkane（４） １４２，１４３，４１１，４２０

konkani （２） ９３，１４４

konna （１） ９４

koonkami （３） ３１０，３１２，３５５

kor （１０） ４６,１０１,１５０,１９３,２３４,２３８,２７９,

３８５,４３１,４４４

koraci （７） ８０，１６８，１７２，１７９，１８５，３０６，３７５

kore （１） ３１８

korka （４） ２９，２４７，２５７，５４６

kosicari （３） １１８，１１９，２８３

kosimewe （１） ３８６

kosinewe（１） １３２
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kosirepa（１） ２６４

kosituri （１） １４５

kosontaiwa （１） ３７１

kosonte （１） ３８９

kotan （１１） ２,９,１６,３７,５７,２０３,２８６,２９２,３２３,

４４１,４４８

kotankar（２） １３，８９

kotanu （１） ４５０

kotarara （２） ５３１，５５５

kotekrikipuni （１） ５０５

kotomno（１） ３０３

kourarcari （１） ２９８

koyaykatanu （２） １９４，３３５

kuci （１） ５４０

kuneywa（１） ５１８

kuni （３） ８３，３２６，３４１

kunne （２） ８６，２８１

kurihi （１） ２９６

kurka （６） ８，９，３７，７６，８１，１２３

kurkasi （１） ９６

kurkasike（２） １５５，２９３

kus （１） ２９４

kuski （１） ４１２

kusnanukar （１） ２２５

kusu （２６） ３,２１,３４,５１,５４,１３４,

１４６,１５７,１６４,１７１,１７８,２２１,２５９,２９０,２９７,３０５,３２８,

３４３,３４９,３７２,３７７,４４２,４６１,４６５,４９６,５２２

kusutap （２） １９７，３０９

kut （１） ３９１

mano （１） ４９３

manu （２） ４１８，４４７

mat （３） １９１，３５６，５０７

mataki （１） ３４９

matakihi（１） ３７０

materaman （１） ２４４

matkon （１） ２２９

maw （１） ４６８

menoko （３） ２３８，４９１，４９７

mina （１） ３８１

monrayke（４） １１５，１１８，２０４，２７９

mosir （７） ８，３６，２０２，２４６，２８５，３３４，４４９

mosirkar（４） １４，７４，８８，１１９

na （７） ８９，２２８，２３６，２５１，３４５，４１２，４５１

nakka （４） ３３８，３７６，４００，５３５

nan （１） ３２１

nankora （１） ５２０

ne（コピユラ） （４６） １２,２８,２９,３０,３３,５６,８３,

１０４,１０７,１０８,１３１,１３４,１３８,１５３,１６０,１６２,１７１,１７７,

１７８,２２０,２２２,２２８,２３１,２３９,２５５,２５９,２６８,３０１,３０３,

３０９,３２２,３３１,３３３,３３７,４４２,４６１,４６８,４８０,４９６,５０３,

５２０,５２１,５３３,５３８,５４９,５５２

ne（不明要素） （２） １５９，１６１

neaurukusu （１） ４８３

neci （１） ３０８

nekona （５） １２，５６，１０６，１２９，２２９

nen （２） ２０４，４５７

neno （１） ８２

nep （１） ３５

ninkari （１） ４０１

nispa （１） ３０６

niwrotkerotke （１） ３１

no （３） ２１０，２６９，４６７

nomi （２） ６８，６９

nu （３） ３１５，３１７，３５４

nuci （３） ２４７，２５４，４７０

nukar （９） ３４,１０１,１０５,１１１,２９７,３００,３０４,

４１７,５２５

numposore （１） １７４

nupki （１） ３２

nupuri （７） ６，２０，９２，９３，１３１，１５３，１５４

o （２） １７０，５５４

oarar （１） ２５０

oharkisoun （１） ４８８

oka （４） １０２，１３４，１５１，５００

okamkino （１） ２０６

okari （３） １００，１６６，２１３
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okay （２３） ７,４０,４６,１３９,１４０,１４６,１７３,１８３,

１９２，２１１,２２６,２２８,２４５,２６８,２７５,２８４,３３１,３３６,４３２,

４９２,５０２,５５１,５５１

okere （５） １１６，１２４，２８５，２８６，２８７

okkayo （２） ２３３，２３４

oman （１） ４２９

omanan （１） ８２

onkami （２） ３５６，５０７

onuytasa（１） ３１１

or(ot) （１１） ６４,１１２,１２７,１４７,２８９,３５９,４２５,

４３６,４５４,４８５,５１０

oraciwre（１） ５００

oresu （２） ２３６，２４１

oro （２４） ４,４７,８５,１０５,１２５,１２８,２６５,２７０,

２７５,２７６,２７８,２８８,３１３,３５４,３５７,３９３,３９７,４０３,４０７,

４２２,５０８,５１７,５３４,５３７

orokioroki （１） ５１１

osi （２） ４３０，４７４

osuke （１） ３２４

ota （１） １２２

otop （１） ４７５

p （２） ２５７，４９５

pakno （４） １１６，１２７，４３６，４５４

par （１） ３２４

pasuy （１） ５１４

pawci （１） ２２１

paye （７） １１３，１２８，１５０，３６５，４３１，４４６，４５５

pe （２０） ３０,１０４,１３４,２２０,２３４,２３８,２４６,

２９５,３２０,３２１,３３３,３４６,４１３,４６０,４８０,５０３,５１８,５３３,

５４９,５５２

peka （１） ４２７

peker （１） ８３

pirakka （５） ４１０，４１１，４１６，４１９，４２０

pirka （１０） ４４,１２２,１２６,２６３,３１７,３２６,３４８,

３５２,３７８,４４３

poho （２） ２３０，２３７

pon （２） ２３２，４９３

poni （１） ２４２

poro （１） ５０

poyyaunpe （６） ３０２,３４８,３４９,３５０,３６１,

３６９

puray （６） １６２，１６８，１６９，１７１，１７２，２１８

purayseske （１） ２０９

ram （１） ４９３

ramusinne （２） ３３９，３７８

ranke （１） １１７

ranpe （１） ２５２

rap （４） ５，２１，２３，７２

rapok （１） ５５１

re （２） １６５，２１２

rek （２） ４６，２４６

rekutuyre（２） ３９６，３９９

rep （１） ９１

rera （１） １８５

resu （１） ４９５

rik （１） １６９

rok （７） ２５，４４，１８８，１９２，４０８，５００，５０１

ronnaso （１） ４８５

ru （５） １５９，１６１，２２８，３２９，３４９

rupne （１） １９１

rureye （１） ４７２

rusuy （１） ２２９

ruwe （５） １４１，２２８，３３１，４４３，５２４

ruyka （４） １３６，１４８，４２６，４３７

sak （２） ３２０，３２１

sake （５） ５２３，５２４，５２７，５３９，５５４

sakehawki （１） ５４５

sanke （２） ４１５，５２９

sapasina（１） ４０６

sara （１） ４３５

saraha （１） ４５

saranpe （３） ３８８，４０４，４０５

sarare （１） ２１９

se （１） ７１

sikihi （１） ５０

sikno （２） ５２８，５５３
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sikonkane （１） ３９５

sinean （１） １３５

sipinpa （１） ３８３

sir （１） ３２０

sirepa （１） １９８

siri （６） ３３，２０４，２２２，２２７，５２３，５２４

sirki （１） ５１９

sirkop （１） １０７

siruscikappo （１） ４２

siso （１） ５１０

sitoki （２） ３９４，３９５

siturire （１） ４２６

siyupu （１） ３８４

somo （５） ２８，２９，１７７，２６０，３０１

somoki （２） １５，５２６

somosarare （１） ２１０

sonno （１） ４７９

soyonpa（１） ２６１

suma （１） ６１

suy （２０） ２４,４３,４７,６０,７３,８５,１５９,１６１,１６５,

２１２,２３５,２４０,２８８,３５４,３９３,３９７,４２２,４５７,４６７,５０９

ta（格助詞） （１４） ６,２２,２４,３６,４４,６４,８１,

９１,１３５,１８７,２６５,３２９,４８９,５５１

ta（不明要素） （１９） ２４,３５,４３,４７,６０,７３,８５,

１５２,１５９,１６１,２８８,３５４,３９３,３９７,４２２,４３３,４６７,５０９,

５４２

takaramono （１） １８１

tama （１） ３９８

tane （４） １１２，１１２，５４４，５４４

tap （１） ４５７

tapne （１１） １２５,１４７,１９５,２０７,２２４,２２８,２４６,

２９６,３１３,３４４,４７４

tasa （１） ５１６

terke （１） １５２

to （１） １３５

tokap （２） ８７，２８２

tokoko （１） ５２

tono （１） ３７４

too （４） ９１，１０３，１２１，４８９

toy （２） ２７１，２７２

tu （２） １６５，２１２

tuci （５） ６１，６２，６６，７０，７５

tuki （３） ５１３，５２８，５５３

tura （２） ３８１，４２４

turi （２） １３７，１４９

tusaoposore （１） ３９０

tuypu （１） ２１５

u （４２） ４,５,１１,２３,２５,４３,４４,４６,４９,５４,６１,７２,

９４,１０７,１０９,１８８,２２１,２２２,２４５,２５１,２５３,２８１,３１４,３２２,３２８,

３７７,４０３,４０８,４２７,４３０,４３５,４８１,４８３,５０８,５１３,５１４,５１５,５２０,

５２７,５２９,５３６,５３７

ukoonkami （１） ５０６

ukte （１） ５１６

un（格助詞） （７） １１２,１４７,２８９,３５９,３６２,

４２５,４５６

un（不明要素） （１） １４１

un（動詞） （２） １６９，２１８

uni （１） ３６２

unihi （２） ３６６，４５２

upsor （１） ４５６

uran （２） １４８，４３７

urar （２） １３６，４２６

us （１） ４１２

usa （２） ６９，７０

usat（＜usar） （１） ４８９

usayne （２） ２７，４１

usi （６） １７，５８，１２６，２４９，２６３，３０４

ussiw （１） ４６３

utar （１） ４６２

uwanpare （５） １０，２６，３８，７７，９７

uwaruykeyan （１） ３４５

uyruke （１） ５１５

uytek （２） ３２５，４６３

wa（接続助詞） （６７） ５,７,１９,２３,２５,３０,３９,

４３,４４,４９,５２,５４,６０,６３,６５,６７,７３,１０４,１２４,１３１,１４５,

１５６,１６４,１７５,１８３,１８８,１９２,２０５,２１９,２２０,２２８,２４１,
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２４５,２４６,２４６,２４６,２６１,２６７,２６８,２７３,２７４,３０５,３１７,

３２８,３３０,３３６,３４３,３４９,３４９,３６３,３６７,４１４,４２４,４３５,

４４５,４７７,４８１,４８１,５００,５０１,５１５,５２９,５３８,５４３,５４９,

５５１,５５４

wa（格助詞） （２４） ４,２０,４７,８５,１０５,１２５,

１２８,２７０,２７５,２７６,２７８,２８８,３１３,３５４,３５７,３９３,３９７,

４０３,４０７,４２２,５０８,５１７,５３４,５３７

wa（不明要素） （１） ３０１

wan （２） １６５，２１２

wano （３） ２３２，２４２，２６０

wen （１） ２５５

wenmataki （１） ３１９

ya （３） １６０，１６２，４５８

yaci （１） ２９

yakka （９） １２,５６,１１４,１３０,１５８,１９４,３０１,３３６,

５２６

yakkayki（１） ３２２

yakne （１） ３３７

yan （２） ３１８，３８４

yastoma（１） ２７２

yayekus （２） ２５８，２７１

yaykatanu （２） ４７３，４９０

yaykatanuno （１） １８４

yaykoan（２） ４６０，４８１

yaykoiyomare （１） ５３２

yaynu （８） １９，５５，１１４，１９６，２２７，２６６，３７５，３７７

yaysinire（３） ２７６，２７７，２７８

ye （３） ３８０，４１８，４４７

yupi （４） ３７４，４２８，４７１，４９４

yupihi （２） ３７９，４１４

yuptonoke （６） ４２３,４８４,５０４,５３０,５３５,

５４１

４．おわりに

本稿では、更科源蔵氏採録の虻田町遠島タネランケ氏による英雄叙事詩を分析し、その言語的特

色について述べた。その結果は佐藤（２００８）で述べたものと著しく矛盾するものではなかったが、

なお、多くの問題が未解決のまま残されている。今後も資料の追加によってこの方言の解明に努力

したいと考えている。
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A Text of a Heroic Epic of the Abuta Dialect of Ainu and Its Linguistic Characteristics

SATO Tomomi

Summary：

Sato (2008) investigated a number of texts transcribed from audio tapes recorded about forty

years ago by Prof．Genzo Sarashina，a scholar very famous for his study of the Ainu ethnography

and literature． Here，another text，which is a text of a heroic epic from the same source，is in-

vestigated from both phonetic and grammatical points of view． For example，morphophonemic al-

ternations，aspectual expressions，the verbal suffix −ci peculiar in its dialectal distribution，lexical

peculiarities，etc．are dealt with． A number of characteristics similar to those in neighboring im-

portant dialects，such as the Horobetsu dialect，are found，and they are assumed to be very useful

in understanding these dialects more specifically，which do not have almost any audio recordings．

Key words ：

the Abuta dialect of Ainu，heroic epic，grammatical and lexical characteristics
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